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令和７年度 事業報告 

 

本会は、定款に定める本会の事業目的を達成するため、公益事業を中心とした事業を実施致し

ました。 

ここに会員の皆様からのご支援に対しまして厚く御礼申し上げますとともに、次のとおり事業

の実施状況を報告します。                  （【 】の記載は事業番号） 

 

１．県民の生活環境の保全、公衆衛生の向上及び持続可能な循環型社会の形成に寄与する事業 

 

 （１）広報・普及啓発事業 

(A)マニフェスト普及啓発頒布事業 

マニフェスト（産業廃棄物管理票）の普及啓発頒布事業を推進し、産業廃棄物の処理

を委託する排出事業者及び産業廃棄物処理業者の適正処理確保のためマニフェストの普

及啓発を行うとともに頒布の拡大を図りました。また、利便性の高い電子マニフェスト

への加入促進を行いました。                 【公１（１）（Ａ）】 

 

(B) 書籍等普及啓発頒布事業 

廃棄物処理法で規定されている産業廃棄物処理委託契約書に関する手引やマニフェス

トの活用に関する書籍等、産業廃棄物処理上参考となる書籍等の配布、頒布及び紹介を

行いました。また、会報誌「サスティナスタイル」を年３回編集・無償配布（各６００

部）し、協会活動のＰＲとともに法令に関する情報や環境関連情報を提供することで、

適正処理及び循環型社会形成の推進に貢献しました。      【公１（１）（Ｂ）】 

 

(C)不法投棄防止等普及啓発事業 

県保健福祉環境事務所などの関係機関と連携し、支部による不法投棄防止啓発パトロ

ール、政令市と連携してポスター掲示等による不法投棄防止の啓発活動を実施しました。

また、関係機関と連携して不法投棄防止啓発街頭キャンペーンを実施し、地域住民に呼

びかけることで普及啓発を行ないました。           【公１（１）（Ｃ）】 

 

(D)環境保全等普及啓発事業 

平成２０年度から実施している「飲酒運転・過労運転・過積載運転」の撲滅を目指し

た「三ない運動」においては、会員を通して広く県民へのＰＲを行いました。また平成

２２年度から実施している暴力のない社会の実現を目指した「暴力追放運動」を実施し、

令和元年５月に締結した、福岡県警本部との暴力団排除に関する協定に基づき、福岡県

警本部と連携して、暴力団排除に関する啓発を行いました。   【公１（１）（Ｄ）】 

 

   (E)福岡県産業廃棄物税納税推進協議会運営支援事業 

     福岡県産業廃棄物税納税推進協議会と連携し、産業廃棄物税制度の適正で円滑な運営

のため、排出事業者への納税指導をはじめ、広く県民に産業廃棄物税制度の周知を図る

とともに、特別徴収義務者に対して税の申告納税に関する事務指導等を行いました。 

【公１（１）（Ｅ）】 
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(F)その他の広報・普及啓発事業 

     産業廃棄物とその適正処理に関する法令情報等について、福岡県や政令市をはじめと

する行政機関、公益社団法人全国産業資源循環連合会（以下「全産連」）や他県協会を

はじめとする関係団体等と密に連携をとることで、関連する情報の収集に努めるととも

に、会報誌、ホームページ、講習会・研修会、イベントなどを通じて普及啓発を行うこ

とで、産業廃棄物の適正処理や循環型社会の形成に取り組みました。 

 

 （２）調査研究事業 

産業廃棄物処理業の業態ごとに又は地域や検討課題ごと等に、社会的ニーズ、事業の

効率化及び技術の高度化等の課題などに応じ、行政機関、関係団体等と連携しながら、

産業廃棄物の現状や課題についての実態調査及び関連情報の収集等をもとに調査研究・

普及啓発を行いました。                     【公１（２）】 

 

   (A)支部活動 

     地域の実情に即した諸課題を整理し、処理業を継続的に発展させていくための検討や、

政令市・県保健福祉環境事務所を中心とした行政機関等と連携し、法令関係や課題につ

いての情報交換を行いました。 

 

   (B)委員会・部会活動 

     産業廃棄物処理業の業態又は課題ごとに委員会・部会を設置し、それぞれが直面する

諸課題を整理・把握し、専門的な検討及び情報収集に努め、状況に応じて、連合会の委

員会・部会等や九州各県で構成する公益社団法人全国産業資源循環連合会九州地域協議

会（以下「九地協」）の各委員会・部会と連携し、諸課題に対応するとともに、必要に

応じて情報の提供や処理業界の意見が反映されるよう時には関係団体を通じて行政機関

等に要望を行いました。これらは以下の委員会・部会において実施しました。 

     

①委員会 

      本会の事業の円滑な運営に資するため、各委員会を設置し、連合会及び九地協の各 

委員会との連携による情報をもとに情報提供等を行いました。 

      

○総務企画委員会 

・公益目的を達成するための本会の組織及び運営に関すること 

・県民の信頼性を高めるための本会のガバナンス強化、関係法令の周知及び遵守の

徹底に関すること 

・(公社)全国産業資源循環連合会総務倫理委員会での協議に関する情報を共有する

こと 

     ○労働安全衛生委員会 

・会員のリスク管理（防災・労働安全・環境影響等）に関すること 

・事業継続計画（Business Continuity Planning）に関すること 

・安全衛生規程及び労働災害防止計画の推進に関すること 

・(公社)全国産業資源循環連合会安全衛生委員会での協議に関する情報を共有する

こと 
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○教育研修委員会 

・業界の資質向上を目的とした教育研修に関すること 

・産業廃棄物の適正処理・資源循環及び生活環境保全に係る県民への啓発に関する 

こと 

・(公社)全国産業資源循環連合会教育研修委員会での協議に関する情報を共有する

こと 

○法制度対策委員会 

・関係法令の改正及び新しい法律に向けた提言・要望等に関すること 

・優良産廃処理業者認定制度に関すること 

・(公社)全国産業資源循環連合会法制度対策委員会及び(公社)全国産業資源循環連

合会九州地域協議会法制度対策委員会での協議に関する情報を共有すること 

○災害廃棄物委員会 

・仮置場の運営に関すること 

・県及び市町村との連絡体制に関すること 

・(公社)全国産業資源循環連合会災害廃棄物委員会及び(公社)全国産業資源循環連

合会九州地域協議会災害廃棄物委員会での協議に関する情報を共有すること 

○情報戦略委員会 

      ・ホームページ・会報誌・メディア・SNS 等を活用した本会内外への情報発信に

関すること 

・静脈産業業界への採用広報に関すること 

    

②専門部会 

     処理業の業態ごとに直面する経営環境や産業廃棄物の適正処理における諸課題（医療

廃棄物の取扱い、建設リサイクル法のさらなる推進、社内管理体制の構築など）を抽出

し、検討を行いました。検討に当たっては、連合会や九地協の各部会との連携をより一

層強化するとともに、関係団体からも情報の収集に努めました。 

 

○収集運搬部会 

      ・収集運搬に関する調査研究及び情報収集、普及啓発 

・公益社団法人全国産業資源循環連合会収集運搬部会及び同連合会九州地域協議会

収集運搬部会での協議に関する情報の共有 

     ○中間処理部会 

      ・中間処理に関する調査研究及び情報収集、普及啓発 

・本部会員相互の交流 

・公益社団法人全国産業資源循環連合会中間処理部会及び同連合会九州地域協議会

中間処理部会での協議に関する情報の共有 

     ○最終処分部会 

      ・最終処分に関する調査研究及び情報収集、普及啓発 

・公益社団法人全国産業資源循環連合会最終処分部会及び同連合会九州地域協議会

最終処分部会での協議に関する情報の共有 

○医療廃棄物部会 

      ・医療廃棄物に関する調査研究及び情報収集、普及啓発 

・公益社団法人全国産業資源循環連合会医療廃棄物部会及び同連合会九州地域協議

会医療部会での協議に関する情報の共有 
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     ○建設廃棄物部会 

      ・建設廃棄物に関する調査研究及び情報収集、普及啓発 

・公益社団法人全国産業資源循環連合会建設廃棄物部会及び同連合会九州地域協議

会建設廃棄物部会での協議に関する情報の共有 

 

    ③青年部会 

業界､本会､企業､職場の次世代を担うべき若きリーダーをもって構成し､部会員相互

の親睦・理解・資質の向上を意図し､研修会等を通じて自己啓発に努めて､産業廃棄物

の適正処理及び資源循環に関する知識､技術と教養を高め､企業における経営者､幹部

社員としての人格形成並びに､経営の合理化・近代化・高度化の推進と本会の健全な

発展に寄与することを目的とした活動を行いました。 

・部会員相互の研鑚、親睦を図るための研修会・講習会・見学会・福利厚生等の事

業及び諸団体との交流に関すること 

・公益社団法人全国産業資源循環連合会青年部協議会からの情報等の収集及び提供

に関すること 

    

(C)その他 

     処理業に関係する法令の改正通知にあたっては適宜に情報の収集・提供を行いました。

また、産業廃棄物の適正処理等を目的とした、福岡県が実施する情報収集・実態調査等

の事業について協力し、情報の整備・調査研究等の協力支援を行いました。 

 

 （３）講習会・研修会事業                      

   (A)講習会・研修会実施事業                  【公１（３）（Ａ）】 

    ○福岡県補助研修事業 

     福岡県内で１２回開催し、３４３名が受講しました。 

      

①産業廃棄物実務従事者研修会の開催 

      内容：廃棄物処理法、マニフェスト、委託契約、帳簿等の実務について 

（福岡会場） 令和７年 ８月２１日 ６７名 

 令和８年 ２月１８日 ３３名 

（筑後会場） 令和７年 ９月１０日 ６８名 

（筑豊会場） 令和７年 １１月１３日 １５名 

（北九州会場） 令和７年 ７月１７日 ３４名 

 令和８年 １月２３日 １８名 

      

②適正処理マネジメント研修会の開催 

 ・ステップアップ研修会（中級レベル） 

インプット編 令和７年 ７月 ３日 １４名 

アウトプット編 令和７年 １１月１２日 ２名 

 ・産業廃棄物マネジメント研修会（建設系） 

 令和８年 １月２９日 ４３名 

・人材獲得職場定着研修会 

      令和７年 １２月１２日  １４名 
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・労働安全衛生研修会 

      令和８年 ２月２５日  ２６名 

・優良産廃処理業者認定制度説明会 

      令和８年 ３月１３日  ９名 

 

(B)許可講習会等実施協力事業                 【公１（３）（Ｂ）】 

○産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物許可申請に関する講習会及び特管管理責任者講習

会等〔（公財）日本産業廃棄物処理振興センター主催〕 

  令和７年度は令和６年度と同様にオンライン講義を活用した２段階形式の講習会を

実施すると共に、会場での対面形式講習会を行いました。下記日程にて試験が実施さ

れ、その運営に協力しました。 

①新規講習会 

・産業廃棄物 収集・運搬 課程（オンライン） 

令和７年    ８月 １日（北九州市内） １２８名 

令和８年 ３月 ５日（福岡市内） １２７名 

・産業廃棄物 収集・運搬 課程（対面） 

令和７年 ９月１１日～１２日（福岡市内） １３８名 

・ 産業廃棄物 処分課程（オンライン） 

令和７年１１月２１日（福岡市内） ９０名 

・特別管理産業廃棄物 収集・運搬 課程（オンライン） 

令和８年 ３月 ５日（福岡市内） ３９名 

・特別管理産業廃棄物 収集・運搬 課程（オンライン） 

令和８年 ３月 ５日（福岡市内）８名 

 

②更新講習会 

・産業廃棄物 収集・運搬 課程（オンライン） 

令和７年    ４月２５日（福岡市内） １４７名 

令和７年１１月２１日（福岡市内） １４１名 

令和８年 １月１６日（福岡市内） １４３名 

令和８年    ３月 ６日（福岡市内） １３５名 

・産業廃棄物 収集・運搬 課程（対面） 

令和７年 ７月３１日（北九州市内） １３０名 

令和８年    １月１５日（福岡市内） １４３名 

・産業廃棄物 処分課程（オンライン） 

令和８年  ３月 ６日（福岡市内）  ９６名 

 

③特別管理産業廃棄物管理責任者講習会 

・特別管理産業廃棄物管理責任者（オンライン） 

令和７年４月２５日（福岡市内） １１３名 

令和７年８月 １日（北九州市内） １２７名 

令和８年１月１６日（福岡市内） １４３名 

・特別管理産業廃棄物管理責任者（対面） 

令和７年１１月２０日（福岡市内）１４４名 
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④ＰＣＢ作業従事者 

令和８年１月１４日（福岡市内）３１名 

 

⑤医療機関を対象とした特別管理産業廃棄物管理責任者 

令和８年１月１４日（福岡市内）２９名 

 

○福岡県主催：産業廃棄物処理業者講習会（福岡県ホームページにて資料提供） 

○福岡県主催：産業廃棄物排出事業者講習会（福岡県ホームページにて資料提供） 

○協会主催：電子マニフェスト操作体験セミナー（令和７年７月１７日・１０月４日 ） 

 

 

 （４）相談・助言事業                         【公１（４）】 

    産業廃棄物処理業者からは、廃棄物処理法や関係法令、電子マニフェストシステムの操

作方法、許可申請に関する講習会、補助・助成や融資関係、委託契約書、帳簿、処理困難

物の処理など多数の問い合わせがあり、相談に応じました。 

    排出事業者からは、処理業者の紹介や廃棄物処理法、各種関係法令、マニフェストの運

用や委託契約書の記入方法等の助言、講習会・研修会などの紹介に応じました。 

 

  

（５）災害廃棄物処理支援事業                     【公１（５）】 

    地震や風水害等の災害発生時に被災地域の早期かつ適切な復旧を目的として、平成２９

年２月に福岡県と「災害時における災害廃棄物の処理等の協力に関する協定書」を締結し

ました。 

この締結に基づき、災害廃棄物委員会を設置し、災害廃棄物処理に必要な調査内容の検

討や災害廃棄物処理の支援体制の協議、県域市町村との協定書の締結を実施しました。   

令和７年度は宮若市と災害協定を締結し、これまでに４７市町村（令和８年３月３１日

現在）との災害協定を締結しました。 
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２．会員への支援、表彰、会員間の交流を目的とする事業 

 

 （１）表彰事業 

    本会会長名で会員及びその役員、従業者を対象に、功労者表彰、優良会員表彰、優良従

事者表彰、感謝状など贈呈を行いました。また、環境大臣表彰、各種団体が実施する環境

関連表彰への推薦を行いました。 

   ○協会表彰 

・功労者表彰 ８名 

・優良会員表彰 ４社 

・優良従事者表彰 ５名 

   ○国・福岡県・団体等表彰への推薦 

・環境大臣表彰：環境保全功労者 １名 

・環境大臣表彰：循環型社会形成推進功労者 ２名 

・福岡県知事表彰：福岡県環境美化推進功労者 ２名 

・（公社）全国産業資源循環連合会  

：功労者表彰 １名 

：優良事業所表彰 １社 

：地方功労者表彰 ４名 

：地方優良事業所表彰 ４社 

：優良従事者表彰 ４名 

 

 （２）会員向け支援等事業 

   (A)講習会・研修会事業 

     廃棄物処理法や産業廃棄物行政に関する講演など業界に関わるテーマだけではなく、

広い見識や知識の向上を目的とした講習会・研修会に関する会員ニーズについて調査し

ました。 

 

   (B)関係団体等協力支援 

     会員企業の支援を目的に、各種サービスの提供に関して、関係団体等が実施する事業

への協力・支援を行いました。 

○(公社)全国産業資源循環連合会が推奨する第三者賠償責任保険 

○(一財)あんしん財団が実施する共済制度 

○情報ネットワーク協同組合が実施する高速道路共同利用事業 

 

   (C)情報交換・交流事業 

     会員相互の情報交換・交流を目的としたゴルフコンペなどの親睦会等を開催しました。 
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３．管理運営に関する事業 

 

 （１）総会・理事会等の開催 

    協会運営の基本となる事項、事業実施や組織の強化・拡大等の協議・決定のため、総会、

理事会等を開催しました。 

 

   ○総会 

開催日 議 題 

令和７年５月２７日（火） １．令和６年度事業報告承認の件 

２．令和６年度決算報告承認の件 

 

○理事会（計７回の実施） 

開催月等 主な議題 

第９９回（５月） １．事業活動状況について 

２．支部会員からの意見及び要望について 

３．令和６年度事業の報告及び令和６年度決算案承認の件並び

に監査報告について 

４．第１４回定時総会の開催及び提出議題について 

５．審議事項について 

６．新規会員申し込みについて 

７．会長、副会長及び専務理事の職務執行状況報告について 

８．報告事項について 

９．その他 

第１００回（５月） １．第１４回定時総会について 

２．新規会員申し込みについて 

３．その他 

第１０１回（７月） １．事業活動状況について 

２．支部会員からの意見及び要望について 

３．審議事項について 

４．新規会員申し込みについて 

５．会長、副会長及び専務理事の職務執行状況報告について 

６．報告事項について 

７．その他 

第１０２回（９月） １．事業活動状況について 

２．支部会員からの意見及び要望について 

３．審議事項について 

４．新規会員申し込みについて 

５．会長、副会長及び専務理事の職務執行状況報告について 

６．報告事項について 

７．その他 

第１０３回（１１月） １．事業活動状況について 

２．支部会員からの意見及び要望について 

３．審議事項について 

４．新規会員申し込みについて 

５．会長、副会長及び専務理事の職務執行状況報告について 

６．報告事項について 

７．その他 
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第１０４回（１月） １．事業活動状況について 

２．支部会員からの意見及び要望について 

３．審議事項について 

４．新規会員申し込みについて 

５．会長、副会長及び専務理事の職務執行状況報告について 

６．報告事項について 

７．その他 

第１０５回（３月） １．事業活動状況について 

２．支部会員からの意見及び要望について 

３．令和８年度事業計画（案）、収支予算（案）、資金調達及び

設備投資の見込み 

４．審議事項について 

５．新規会員申し込みについて 

６．会長、副会長及び専務理事の職務執行状況報告について 

７．報告事項について 

８．その他 

 

   ○三役会（会長、副会長及び専務理事で構成）は１２回開催しました。 

 

 （２）事務局の運営 

    協会で実施する事業の準備・運営、会員企業をはじめ広く産業廃棄物処理業者や排出事

業者の窓口として、また協会として福岡県を中心とした行政との諸手続きを滞りなく行う

ために、引き続き事務局の運営を行いました。 

 

（３）組織の強化等 

    令和７年度の会員の入退会状況は次のとおりです。 

会員区分 年度当初 入会 退会 年度末 

正会員 ４４３ ７ ９ ４４１ 

特別会員 １ ０ ０ １ 

賛助会員 ３６ ４ １ ３９ 

合 計 ４８０ １１ １０ ４８１ 

（令和８年３月３１日現在） 

 

（４）その他 

    新公益法人制度に基づく公益社団法人として一層の公益の増進に向けて事業の検討を行

いました。 
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４．法人の運営体制の充実を図るための取組 

 

（１） 監事監査の前に、Ｇ—ＦＡＳ税理士法人の公認会計士による会計監査を受け、監事 

に計算書を提出している。 

 

（２）自主的・自律的ガバナンスのさらなる充実・強化を図るため、令和８年度に行う役員

改選の定時総会において、外部理事・外部監事の選任に取組むこととしている。 


